
久慈支部・白木

こ
う
し
た
職
員
の
実
態
把
握
は

当
局
が
行
う
べ
き
も
の
。
県
と

し
て
実
態
把
握
に
努
め
て
ほ
し

い
。（
胆
江
）

・
合
庁
職
員
の
半
数
以
上
が
通
勤

者
。
新
幹
線
通
勤
者
は
年
間

50
万
円
近
い
持
ち
出
し
と
な
っ

て
い
る
職
員
も
い
る
。
個
人
の

持
ち
出
し
の
状
況
を
し
っ
か
り

見
て
通
勤
手
当
を
改
善
し
て
ほ

し
い
。（
二
戸
）

・
他
県
等
か
ら
応
援
に
来
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
公
舎
の
老
朽

化
で
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
改

修
を
。（
一
関
）

　

回
答
内
容
（
要
約
）
は
、
裏

面
参
照

渉
に
は
、
各
支
部
代
表
者
も
参

加
し
、
職
場
の
課
題
を
直
接
訴

え
た
。主
な
発
言
は
次
の
と
お
り
。

・
公
舎
が
足
り
ず
仮
設
住
宅
か

ら
の
通
勤
者
が
多
い
。
住
環
境

の
改
善
を
。（
沿
岸
共
通
）

・
職
員
は
増
え
た
が
公
用
車
が

足
り
な
い
。
駐
車
場
も
足
り
ず
、

遠
距
離
通
勤
者
等
は
困
っ
て
い

る
。（
釜
石
）

・
会
議
室
が
足
り
な
い
。（
宮
古
）

・
仕
事
量
が
適
正
で
な
い
。
人

員
確
保
と
超
勤
縮
減
に
更
に
努

め
て
ほ
し
い
。（
久
慈
）

・
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
か

な
り
の
額
を
自
己
負
担
し
て
い

る
こ
と
把
握
し
て
い
る
。
本
来

職
者
の
半
数
が
最
高
号
給
と

な
っ
て
お
り
、
職
員
の
勤
務
意

欲
や
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

観
点
か
ら
も
課
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
。
主
幹
任
用
の
拡
大
な

ど
、
任
用
面
で
の
一
定
の
配
慮

を
行
い
た
い
」
と
回
答
す
る
に

と
ど
ま
っ
た
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　
県
職
労
に
よ
る
総
務
部
長
交

縮
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
県
と

し
て
は
、
交
付
税
の
減
額
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
て
お
り
、
国
に
対
し
厳

し
く
申
し
入
れ
て
い
く
」
と
し
、

３
月
で
終
了
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
明
言
を
避
け
た
。

　

ま
た
、
県
職
労
の
独
自
課
題

で
あ
る
５
級
最
高
号
給
者
の

解
消
に
つ
い
て
は
、「
５
級
在
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東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
が
プ
ロ
野
球
日

本
一
に
輝
い
た
。

球
団
創
設
９
年
目

で
の
悲
願
達
成
に

東
北
中
が
沸
い

た
。
野
球
は
あ
ま

り
見
な
い
人
で

も
、
テ
レ
ビ
の
前
で
楽
天
を
応

援
し
た
人
は
多
か
っ
た
は
ず
。

そ
れ
く
ら
い
沸
い
た
▼
思
い
起

こ
せ
ば
今
年
ほ
ど
東
北
が
目

立
っ
た
年
は
な
い
。
夏
の
甲
子

園
で
は
、
６
校
中
５
校
が
初
戦

を
突
破
し
、
う
ち
２
校
が
４
強

入
り
を
果
た
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

大
河
ド
ラ
マ
は
〝
八
重
の
桜
〞

で
、
朝
ド
ラ
は
〝
あ
ま
ち
ゃ
ん
〞

だ
▼
「
岩
手
」
に
注
目
す
れ

ば
、
楽
天
日
本
一
の
陰
の
立
役

者
は
、
普
代
村
出
身
の
銀
次
選

手
。
日
本
ハ
ム
の
二
刀
流
、
大

谷
選
手
は
奥
州
市
出
身
。
甲
子

園
で
４
強
入
り
を
果
た
し
た
の

は
岩
手
代
表
・
花
巻
東
。
あ
ま

ち
ゃ
ん
の
舞
台
は
久
慈
市
。
そ

う
言
え
ば
、
東
北
で
総
理
大
臣

を
輩
出
し
て
い
る
の
は
岩
手
だ

け
。
意
外
と
「
岩
手
」
は
す
ご

い
の
か
も
し
れ
な
い
▼
し
か

し
、
意
外
と
知
ら
な
い
岩
手
県

職
員
の
す
ご
さ
が
あ
る
。
面
積

当
た
り
の
職
員
数
は
都
府
県
中

で
一
番
少
な
い
。
ま
た
広
大
な

県
土
な
が
ら
東
北
最
低
水
準
の

通
勤
手
当
。
恒
常
化
す
る
超
過

勤
務
に
耐
え
、
県
民
の
た
め
に

と
復
興
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
働

く
姿
を
県
当
局
は
ど
う
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
頑
張
り

に
報
い
る
す
ご
い
改
善
は
当
然

求
め
た
い
。

　

ろ
。
本
県
の
昇
給
期
は
４
月
で

あ
り
、
こ
う
し
た
事
情
も
踏
ま

え
て
12
月
議
会
へ
の
提
案
は
行

わ
な
い
。
引
き
続
き
協
議
を
お

願
い
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
給
与
減
額
措
置
の
早

期
終
了
に
つ
い
て
は
、「
本
県

の
財
政
事
情
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、

大
変
申
し
訳
な
い
が
、
直
ち
に

終
了
す
る
こ
と
や
減
額
率
を
圧

　

県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
豊
巻
浩
也
議
長
・
岩
教
組
）
は
11
月
11
日
、
12
月
議
会
へ
の
給
与

条
例
改
正
案
提
出
前
の
最
終
確
認
と
し
て
、
総
務
部
長
交
渉
を
実
施
し
た
。
冒
頭
、
豊
巻
議
長
か

ら
知
事
あ
て
大
型
ハ
ガ
キ
署
名
追
加
分
（
通
算
7
、
1
9
0
筆
）
を
手
渡
し
、
50
歳
台
後
半
層
の

昇
給
制
度
見
直
し
、
給
与
削
減
の
早
期
終
了
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
質
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
夕
方
に
は
、
県
職
労
と
し
て
の
総
務
部
長
交
渉
を
行
い
、
５
級
最
高
号
給
者
の
解

消
策
な
ど
の
独
自
要
求
課
題
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
を
確
認
し
た
。

　

小
田
島
総
務
部
長
は
、
50
歳

台
後
半
層
の
昇
給
抑
制
に
つ
い

て
「
他
県
で
も
今
、
ま
さ
に
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

50
歳
台
後
半
層
・
現
給
保
障
等
は
越
年
へ

退
職
者
の
補
充
を
強
く
要
望

退
職
者
の
補
充
を
強
く
要
望

職
場
の
実
態
に
つ
い
て

総
務
部
長
に
訴
え
る

支
部
代
表
者

　

現
業
評
議
会
（
遠
藤
哲
美
議

長
・
管
財
課
分
会
）
は
11
月
８

日
、
大
槻
人
事
課
総
括
課
長
と

交
渉
を
行
い
、
今
年
度
末
で
退

職
を
迎
え
る
管
財
課
・
盛
岡
土

木
・
久
慈
土
木
の
運
転
技
師
の

確
実
な
補
充
と
、
欠
員
と
な
っ

て
い
る
畜
産
研
究
所
の
技
能
員

の
早
期
補
充
を
求
め
た
。

　

大
槻
課
長
の
回
答
は
次
の
と

お
り
。

年
度
末
退
職
者
の
補
充

　

再
任
用
は
本
人
の
希
望
を
踏

ま
え
て
十
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
現
場
の
運
転
技
師
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
各
部
の
組
織

定
数
の
計
画
も
踏
ま
え
て
対
応

し
た
い
。

畜
産
研
究
所（
鶏
舎
）の
欠
員
補
充

　

技
術
伝
承
が
必
要
な
職
場

と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て
い

る
。
部
局
か
ら
も
よ
く
話
を
聞

き
な
が
ら
努
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

課
長
・
本
人
希
望
踏
ま
え
「
再
任
用
」
で
対
応

現
業
評・人
事
課
総
括
課
長
交
渉
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と　   き：11月 23日（土）12：20から　　24日　（日）朝解散
と こ ろ：( 競技会場 ) 滝沢勤労者体育センター、( 交流会場 ) 清温荘
参加対象：青年婦人部組合員、新規採用者等
内　　容：12：20　～　受付
　　　　　12：40　～　開会式
　　　　　13：00　～　競技開始
　～ドッヂビー（支部対抗：１チーム６人）～
　　　　　16：30　　　競技終了
　　　　　16：40　～　閉会式
　　　　　16：50　　　清温荘へ移動
　　　　　18：00　～　交流会

 参加申し込み・お問い合わせは、各支部書記局へ  

主
幹
任
用
拡
大
で
改
善
を
示
唆

主
幹
任
用
拡
大
で
改
善
を
示
唆

県職労・地公共闘が総務部長交渉

宮古支部・皆川 釜石支部・髙橋 花巻支部・岩崎 胆江支部・三角

一関支部・髙橋 二戸支部・小野

5級最高号給者の解消求める

総務部長
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　県職労では、組合員と応援職員の皆様の日頃の疲れが少しでも和ら
げれば…と考え、ストレッチやリラクゼーションのセミナーを開くこ
ととしました。
　講師として、地元の病院・施設の理学療法士さんのご協力もいただ
きました。
　忙しい今だからこそ、ちょっと肩を回したり、ウーンと背伸びをし
たり…。
　みんなで、ホッと息を抜いてみませんか？

ところ

と　き

講　師

持ち物

久慈合庁

１階健康推進室

11/19(火)

18：00～19：30

宮古合庁

会議室

11/20(水)

18：00～19：30

釜石合庁

会議室

11/21(木)

18：00～19：30

大船渡合庁

会議室

11/26(火)

18：00～19：30

社団法人岩手県理学療法士会

（地元の理学療法士さんが講師を務めます）

床に座ることもあるかも。

バスタオル等があれば、安心ですね。

　

総
務
委
員
会
で
の
新
藤
義
孝

総
務
大
臣
の
所
信
表
明
を
受
け

て
の
質
疑
が
、
11
月
５
日
に
行

わ
れ
た
。
又
市
征
治
議
員
は
自

治
体
労
働
者
の
賃
金
削
減
問

題
、
自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
問
題
、
来
年

度
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
大
臣

に
見
解
を
質
し
た
。

賃
金
削
減
し
な
か
っ
た
自
治
体

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
科
す
べ
き

で
な
い

　

ま
ず
、
又
市
議
員
は
、
「
約

３
割
の
自
治
体
が
給
与
を
削
減

し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、

「
削
減
し
た
自
治
体
で
も
今
回

の
施
策
に
は
不
快
感
を
示
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
「
給
与
削
減

断
で
あ
る
」
と
責
任
を
回
避
し

た
。
さ
ら
に
又
市
議
員
は
、

「
６
月
13
日
の
給
与
法
改
正
案

の
採
択
に
あ
た
っ
て
、
採
択
さ

れ
た
『
公
務
員
の
臨
時
・
非
常

勤
職
員
に
つ
い
て
は
制
度
の
趣

旨
、
勤
務
の
内
容
に
応
じ
た
任

用
・
勤
務
条
件
が
確
保
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
』
と
し
た

付
帯
決
議
が
ど
の
よ
う
に
活
か

さ
れ
て
い
る
か
」
質
し
た
。

　

大
臣
は
、
「
様
々
な
調
査
を

や
っ
た
り
通
知
を
出
し
た
り
し

て
こ
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い

る
」
が
、
「
ま
ず
は
地
方
公
共

団
体
が
自
主
的
か
つ
責
任
を
持

っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
あ
る
」
と
、
こ
れ
も
自
治
体

に
責
任
転
嫁
し
、
総
務
省
と
し

て
は
あ
く
ま
で
「
現
行
法
の
適

切
な
運
用
と
い
う
観
点
か
ら
必

要
な
助
言
は
行
う
」
と
い
う
こ

と
で
地
方
自
治
法
の
改
正
に
は

後
ろ
向
き
の
姿
勢
に
終
始
し

た
。

来
年
度
の
地
方
交
付
税
は
今
年

と
同
額
確
保
す
べ
き

　

最
後
に
又
市
議
員
は
、
「
来

年
度
の
地
方
の
一
般
財
源
総

額
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
を

今
年
度
並
み
に
確
保
す
る
こ

と
」
と
、
「
地
方
交
付
税
の
算

定
替
え
に
あ
た
っ
て
合
併
特
例

の
期
限
が
切
れ
る
自
治
体
の
行

政
経
費
を
十
分
に
配
慮
す
る
よ

う
」
に
求
め
た
。
大
臣
は
、

「
地
方
が
安
定
的
に
財
政
運
営

が
行
え
る
よ
う
、
一
般
財
源
総

額
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
平
成
の
大
合
併
以
降
の
行

政
の
需
要
に
つ
い
て
、
地
方
交

付
税
の
算
定
に
反
映
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
た
。

自
治
体
に
お
け
る
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
処
遇
改
善
は
喫
緊
の

課
題

　

又
市
議
員
は
、
「
社
会
的
に

非
正
規
労
働
者
の
正
規
化
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
自
治
体
で
は

正
規
職
員
が
臨
時
・
非
常
勤
職

員
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る

と
い
っ
た
逆
の
現
象
が
起
き
て

お
り
、
人
件
費
も
物
件
費
と
し

て
支
出
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
こ
の
実
態
に
つ
い
て
大
臣

の
見
解
を
質
し
た
。

　

新
藤
大
臣
は
「
多
く
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
非
正
規
職
員
が
担

っ
て
い
る
」
こ
と
や
、
「
正
規

を
減
ら
し
て
、…

非
正
規
で
と

な
っ
て
い
る
」
事
実
を
認
め
な

が
ら
、
「
そ
れ
は
自
治
体
の
判

し
な
か
っ
た
自
治
体
に
対
し
て

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
さ
な
い
よ

う
」
に
求
め
た
。

　

新
藤
大
臣
は
、
「
給
与
減
額

を
行
わ
な
い
団
体
に
対
し
、
制

裁
を
目
的
と
し
た
措
置
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答

弁
し
た
。
ま
た
、
又
市
議
員

は
、
「
今
年
度
削
減
さ
れ
た
給

与
関
連
経
費
の
財
源
を
、
来
年

度
は
完
全
に
復
元
す
る
よ
う
」

に
求
め
た
。
大
臣
は
、
「
平
成

26
年
の
給
与
に
つ
い
て
は
現
在

関
係
閣
僚
で
協
議
し
て
い
る

が
、
公
務
員
給
与
は
地
域
経
済

へ
の
影
響
も
大
き
い
と
の
指
摘

等
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
踏

ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
た
。

2013　賃金確定闘争・回答内容（要約）
地公共闘課題 県職労課題

①50歳台後半層の昇給抑制・・・越年へ。１月昇給の他県の動向を見たい
　　昨年の基本姿勢を尊重する基本姿勢だが、職員の勤務意欲への影響
も否定できないと考えている。現在他県でも検討している段階。そう
した状況を見ていく必要があると考えており、12月議会への提案は行
わない。引き続き協議を行いたい。
②現給保障の廃止・・・今年度中の廃止決定は行わない
　　人事委員会が言及した2015.3末の廃止期限までにはまだ時間があ
り、他県における対応状況等をみて検討していく必要があり、今年度
中の廃止決定はしない。
③給与削減の早期終了・・・即時廃止は困難。交付税減額しないよう国に求める
　　交付税確定額は全体額で△7.１億程だが給与費相当額の分析は困
難。県財政も厳しく、即時終了は困難。交付税減額は二度とあっては
ならないことであり、引き続き政府に求め続ける。
④通勤手当改善・・・自己負担現状や消費増税を踏まえた改善求めるも消極的
　　人事委員会は改定の必要はないと判断していると承知しているが、
ご指摘のガソリン高騰や消費増税による負担増に関しては、注意深く
動向を見ていく必要があると考えている。条例改正が前提となること
から、これまでの交渉でいただいた意見も含め、人事委員会に上げて
いきたい。
⑤夏季休暇増日・・・問題認識はある。人事委員会との協議続ける
　　健康保持やリフレッシュの観点から、総務部としても強い課題意識
を持っている。引き続き人事委員会と協議していきたい。
⑥パワハラ対策・・・知事部局における管理職研修の資料を任命権者間で共有
　　任命権者の枠を超えた総合的な見解として明文化した基準等は、本
来人事委員会が行うべきものと考えており声を伝えていく。当面、知
事部局の資料を各任命権者に提供し、情報共有をはかっていく。

①５級最高号給者解消
　　５級在職者の半数が最高号給に達していることの課題意識は持って
いる。本年度も、主幹任用等の配慮を検討していきたい。
②人員課題
　　10月１日時点での欠員は67人(任期付・他県応援での欠員含む)。今
年度末の退職者は約100人を想定。これに対し、試験採用としてⅠ種
88人・Ⅲ種15人程度、選考採用として保健師や薬剤師等の専門職を中
心に15人程度、県配置の任期付職員を30人程度、民間経験枠として土
木・建築職を20人程採用していく予定。
　　任期付職員の処遇について、まずは昨年度採用の任期付職員につい
て、５年への任期延長を検討中。人事ヒアリングで本人へ説明し、意
向確認していく。
③人事異動
　　振興局長権限での市町村交流人事についても人事課として状況把握
に努めていく。個別具体の実態も含めて相談があれば対応する。
④超勤縮減・予算確保
　　今年度は上期の段階から年間予算の大半を配分してきた。先般、人
事課において各部局から超勤実態と予算不足額を聴取したところであ
り、これを踏まえて12月補正で増額を行いたい。
⑤その他
　・深夜等における災害警戒体制配備時の自己負担解消・・・各職場で
も参集体制について検討いただき、その上で不都合な状況等は、引き
続き話を伺いながら対応していく。
　・放射能汚染対策関連業務への健康診断実施や必要備品等の配備を要
請…実際に聞かないと分からない実態を教えていただいた。よく研究
していく。
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